





























































回答数は 604（男性：284 人、女性：315 人、平





























と「死の不安」（オッズ比：0.93, ｐ＜ .01）の 2
つの因子であった。一方、「自殺したいと考える」
に有意な影響を与えていたスピリチュアルペイン
の因子は、上記の 2つに加え、「親密な関係性の
不在」（オッズ比：1.02, p<.05）の 3因子であった。
これらから、スピリチュアルペインのなかでも「自
己存在への不安」が高いことと「死の不安」が低
いことが、学生の自殺念慮に大きな影響を与えて
いることが明らかとなった。
　B－ 3 については、「死にたいと思う」と「自
殺したいと考える」の２変数間のクロス集計
を行った結果、「死にたいと思う」が全体の
24％、「自殺したいと考える」が全体の 39％であ
り、２変数の分布の偏りに有意な差が認められた
（p<.001）。
　また、死にたいと思っている人の大半は、同様
に自殺したいとも考えているが、自殺を考えてい
る人のうち約半数近くは死にたいとは思っていな
いことが明らかとなった。このことから、「死に
たいと思う」と「自殺したいと考える」は別の概
念であることが実証された。
５．考察
　青年期のスピリチュアルペインは、自己自身と
の関係において顕著に表出するという特徴がみら
れた。また、超越性との関わりについては、宗教
的な関わりの中で捉えられ、宗教をもたない大半
の学生にとっては超越的な態度や視点を欠いたま
ま、自己と他者との関係性から、自己存在の根拠
や人生の意味を追求しようとする傾向が明らかと
なった。また、自殺念慮を持つ人は、死に対して
不安や恐れを抱いておらず、むしろ死に対して親
和的な態度をとることが確認された。このことか
ら、学生にとって自殺は苦しみからの逃避の手段
として衝動的に捉える傾向が分析結果から考察す
ることができた。
５．提言
　これまでの自殺防止対策は主に心理的側面に着
目して取り組まれ、スピリチュアルな側面は見過
ごされてきた。しかし、本研究において、大学生
にもスピリチュアルペインが存在し、自殺念慮
との関連が確認されたことから、今後、自殺防止
におけるスピリチュアルケアの可能性を探る必要
性がある。そのためには、援助者自身が、「生き
る意味がない」等の人間存在の根源に関わる問い
をスピリチュアルペインとして認識する視点が不
可欠となる。そして、その痛みを取り除くのでは
なく、共に寄り添う姿勢が重要となる。また、教
育機関の果たす役割として自らの死生観や宗教観、
実存的な問いを扱うことのできる場を設けること
が期待される。
